
令和４年産

７月15日（金）、金沢市中央卸売市場にて本年産ルビーロマン
の初競りが行われ、特秀Gクラス800ｇの房が過去最高値を
更新し、150万円で競り落とされました。
本年もルビーロマンをよろしくお願いします！
（※Gクラス…１粒概ね30ｇ以上の大粒ぞろいの房）

ルビーロマン初競り
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・令和４年度ＪＡグループ農機事業キックオフ大会
・整備作業の安全研修会
・農機・自動車展示会
・第50回全国豆類経営改善共励会
・大麦全量「１等」と格付～ＪＡ能美 令和４年産大麦・初検査～
・麦とろ麺なるほど調理レシピ
・令和４年度 ルビーロマン生産者大会
　～ブランドイメージにふさわしい高品質な出荷をめざし団結～
・ＪＡホーム
・米心石川 ひゃくまん穀おにぎり人気選手権結果発表
　　　　　 お米の正しい保管方法
・石川県産とまとインスタキャンペーン
・食べよう石川すいかレシート応募キャンペーン

・キリンビバレッジコラボイベント実施
・石川県産すいか情報
・加賀太きゅうり情報
・安全は　急がず焦らず怠らず
　～㈱ＪＡ建設エナジー 令和４年度安全大会～

全農いしかわ公式
Facebookページ

全農いしかわの公式Facebookページ
「石川うまれがだいすきさ」

県産農畜産物やＪＡ加工品、イベント
情報などを掲載中！ぜひご覧ください！
ＵＲＬ：www.facebook.com/ishikawaumare.daisukisa.
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　県内ＪＡグループの結束による農機事業の目標達成と組合員サービスのより
一層の向上を目的として、県内14ＪＡと関係者を合せて約80名を参集し、
６月16日（木）にホテル金沢において「ＪＡグループ農機事業キックオフ大
会」を開催しました。
　末政県本部長による開催挨拶の後、農機情勢及び生産資材価格の引き下げの
取り組みの報告、令和４年度重点事業方策の説明を行いました。
　引き続き「令和３年度ＪＡ農機セールスコンテスト」、「令和３年度ＪＡ農機
整備コンテスト」の表彰式が行われ、セールスコンテストではＪＡ志賀の河野
辰夫さんが２部門で年間最優秀賞を、整備コンテストでは５年以上の部でＪＡ
小松市の藤田章平さん、５年未満の部でＪＡはくいの吉田卓矢さんが年間最優
秀賞として表彰されました。

　また、サッカー元日本代表で現在は情報
番組等で活躍中の山本昌邦さんより、「一
流選手から学ぶ目標達成へのプロセス」と題して記念講演が行われました。
　自身の選手時代の経験談や多くの一流選手を指導してきた中で、目標達成
に向けてのプロセスを考え、実践していくことが重要であるとご講話頂きま
した。
　ＪＡ志賀の河野辰夫さんによる目標達成に向けた決意表明に続き、参加者
全員によるがんばろう三唱を行い、南副本部長による閉会の挨拶で大会を締
めくくりました。
　本会は今後も農業機械の取扱いの維持・拡大、アフターサービスの充実を
図っていくとともに、ＪＡ農機事業の基盤強化に向けて取り組んでいきます。

農　機
施設課 令和４年度ＪＡグループ農機事業キックオフ大会

NHKサッカー解説者の山本昌邦さん
による熱のこもった講演

ＪＡ志賀　河野氏による決意表明

　ＪＡ農機担当職員を対象に、初めての試みとして「整備
作業の安全研修会」を開催し、総勢13名の参加がありまし
た。この研修会は農機や整備に使用する機材の正しい取扱
方法を学ぶ事で、想定される労働災害・事故を未然に防止
する事を目的としています。
　研修では、整備作業に必要な資格や、作業中のヒヤリ・
ハットの事例を学んだり、危険予知トレーニングとして、
イラストから想定される危険や、具体的な回避対策等を

ディスカッション形式で話し合ったり、正しい機械の積
み下ろしや荷締めの方法を実際に学習しました。
　今後の秋の繁忙期に向けては想定される作業の危険因
子を共有する事で労働災害が発生しない様に対策する事
が重要となってきます。今後も同様の研修を定期的に開
催していきますので、宜しくお願い致します。

農　機
施設課 整備作業の安全研修会（７月５日（火）開催） 　第50回全国豆類経営改善共励会の表彰式が

６月29日（水）に開催されました。
　大豆・集団の部において、株式会社あぐり一石
新田義宣様が全国農業協同組合連合会経営管理委
員会会長賞、大豆・家族経営の部において、有限
会社くらた農産 倉田久司様が公益財団法人日本
豆類協会理事長賞を受賞されました。
　株式会社あぐり一石は大豆の狭畦栽培で機械化
を拡大しており、散布用ドローンや圃場管理シス
テムのスマート農業で生産コストを低減し、高い
収量と品質を確保しています。また地区の中心的
経営体で地域農業を支える役割を担っている点が
評価されました。
　有限会社くらた農産は排水対策において高い精度で実施、また機械を大豆と露地野菜で用いることで機械利
用効率を高め、機械コストの低減に繋げています。地区内では他の経営体とも連携し団地化を積極的に進め、
地区全体としての生産性向上に貢献するとともに自社の規模拡大に対応できる体制を構築している点を評価さ
れました。
　本会としても石川県全体の大豆生産において、高収量・高品質に向け努めていきます。

米穀課 第50回全国豆類経営改善共励会

　今年１月より稼働している能登北部ＪＡ農機セン
ターにおいて、ＪＡおおぞら、ＪＡ内浦町、ＪＡす
ずしと合同で農機・自動車展示会を開催しました。
農業機械では秋シーズンを控える中でコンバイン・
共同購入トラクタ「SL33L」などの大型農機や、草
刈機、管理機などと、自動車では今話題の新車・新
型車や営農軽トラック、お買得中古車を多数展示し
ました。

　また、農機安全講習会の開催や営農・融資相談も実施
し、開催両日ともに30度を超える猛暑にも関わらず300
名を超える来客があり、多数の成約を頂きました。

農機施設課・
自動車課
合同

農機・自動車展示会（７月１日（金）～２日（土）開催）
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米穀課 大麦全量「１等」と格付
～ＪＡ能美　令和４年産大麦・初検査～

　県内産大麦の刈取りが５月28日（土)から開始され、６月14日（火)
に、県内最大の産地であるＪＡ能美西部ライスセンター横倉庫におい
て、県内トップを切って初検査が行われました。
　ＪＡ能美 和田組合長のご挨拶の後、ＪＡ能美の検査員による検査
が行われ、検査された８トン全量が１等と格付されました。
　本年は、生育期間を通じて好天に恵まれたため、品質も良好で収量
も前年を上回っており、県下で約4,000トンの生産量を見込んでいます。
　大麦は食物繊維が豊富で、糖質の吸収を抑えたり、血中コレステ
ロール値の低下に効果があるとされています。
　

　夏の健康管理に、麦茶や麦ごはん等、
石川県産の大麦をぜひご賞味ください。

園芸課 令和４年度　ルビーロマン生産者大大会
～ブランドイメージにふさわしい高品質な出荷をめざし団結～

　６月28日（火）、「令和４年度　ルビーロマン生産者大
会」を開催しました。今年度は出荷販売目標30,000房を
掲げており、天候に負けない栽培管理、栽培技術の底上げ
により、ブランドイメージにふさわしい高品質なルビーロ
マンの出荷を目指します。
　大会では本会より「販売方針・出荷体制について」説明

を行ったほか、各市場関係者
より「市場でのルビーロマン
の評価」について、石川県農
林総合研究センターより「今後の栽培管理」についてお話いただきました。
 また、生産者代表としてＪＡ加賀　丸山充雄さん（ルビーロマン研究会副会長）が
音頭をとり｢ガンバロー三唱｣を行いました。
　今後は８月18日に東京にて県知事によるトップセールスを開催する予定です。

　７月15日（金）に初競りが行われ、特秀Ｇクラス800ｇの房が150万円の過去最高値
で競り落とされました。

＊大麦の品種「ファイバースノウ」は、
麦ご飯用の押麦のほか、麦茶の原
料として使用されます。

　本会（米新品種「ひゃくまん穀」普及推進委員会）とキ
リンビバレッジはコラボし、６月11日（土）のツエーゲ
ン金沢のホームゲームにて、ひゃくまん穀おにぎりの新商
品「夏野菜カレー」、「バターチキンカレー」と、リニュー
アルした午後の紅茶「おいしい無糖」を1,000人の観戦
客へ振る舞いました。当日はツエーゲン金沢と横浜ＦＣ
の試合で、３年ぶりの来場者「１万人チャレンジデー」と
あって、約１万2,000人の観戦者が訪れました。配布テン
ト前には長蛇の列が並び約50分で配り終わりました。
　本会では今後もプロスポーツチームの支援に取り組むと
共にお米の消費拡大に努めます。

米穀課
開発広報課 キリンビバレッジコラボイベント実施

▲上田選手、波本選手

◀キャプテンの廣井選手
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アルした午後の紅茶「おいしい無糖」を1,000人の観戦
客へ振る舞いました。当日はツエーゲン金沢と横浜ＦＣ
の試合で、３年ぶりの来場者「１万人チャレンジデー」と
あって、約１万2,000人の観戦者が訪れました。配布テン
ト前には長蛇の列が並び約50分で配り終わりました。
　本会では今後もプロスポーツチームの支援に取り組むと
共にお米の消費拡大に努めます。

米穀課
開発広報課 キリンビバレッジコラボイベント実施

▲上田選手、波本選手

◀キャプテンの廣井選手
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　７月５日（火）早朝、大阪市中央卸売市場本場で石川県産すい
かのトップセールスが行われました。
　ピーク入りに合わせ、全農末政本部長より、日頃の感謝とより
一層のご愛顧を改めてお願いしました。石川県産すいかは砂地と
赤土育ちでみずみずしく、じゅわっと広がる甘味が特長です。
　また、全国有数の砂丘地育ちはシャリ感も特徴です。
　心や体が癒される美味しい石川すいかを関西の皆様にＰＲし
ました。

　㈱ＪＡ建設エナジーでは、「全国安全週間」
を契機に安全第一の意義を再確認するため、６
月27日（月）にバリテラスCoCo金沢において、
協力会社82社とともに安全大会を開催しまし
た。本大会は新型コロナウイルス感染拡大の影
響で令和２年から２年連続で中止しており、今
回は３年ぶりの開催となりました。
　安全大会では中山社長から「今年度はウッド
ショックや半導体の入荷の遅れ、円安によって
物価が高騰しており、各社としっかりと情報共
有をしながら事業運営に努めていく。また安全
第一として地域社会に貢献する建設会社となっ
ていきたい」との挨拶がありました。
　その後、安全水準向上を目指して優秀な取組
みを行った株式会社ＫＢＭと株式会社タガタの表彰を行い、株式会社ヤマダ假設工業の山田祐士代表取締役が安
全宣言を行いました。また今後、猛暑の中で作業することが増えることを懸念し、熱中症対策説明のＤＶＤを視
聴し、労働災害防止への意識を高めました。

（令和４年度全国安全週間スローガン）

安全は　急がず焦らず怠らず
～㈱ＪＡ建設エナジー　令和４年度安全大会～

石川県産すいか
情報

大阪にて石川県産すいかトップセールス

　６月４日（土）の百万石まつりに合わせて、
金沢駅西あんと２階のＡガイヤにおいて、加
賀太きゅうりの販促イベントを実施しました。
「あんかけにして食べています！」という地
元の方や「初めて見た！ズッキーニやきゅう
りとは違うのですか？」という観光客の方か

らの声が聞かれまし
た。コロナ感染拡大
を鑑み、短時間で試
食のない中でした
が、大好評いただき
ました。

Aガイヤでの販促イベントの実施

　Favo金沢７月号へ加賀野
菜「加賀太きゅうり」のレ
シピが掲載されました。太
きゅうりを使ったタコライ
スのレシピです。太きゅう
りが入ることで後味もさっ
ぱりして、夏にぴったりの
レシピとなっております。
　Favo金沢版はかほく市～
白山市のショッピングモー
ルやドラッグストアなどに
設置しております。

フリーペーパーFavo金沢に
加賀野菜「加賀太きゅうり」レシピ掲載されました！

　全農が運営する産地直送通販の「ＪＡタウン」において、
５月末より掲載していた「金沢すいか」が総合ランキング１位
を獲得しました。掲載と同時に実施した777玉限定のキャン
ペーンでは、通常価格が4,180円のところ、3,580円で販売
し、７月２日には777玉に到達する程、好評でした。ＪＡタウ
ンは、コロナ禍の影響によりネット販売の需要が増加しており
ます。今後も青果物や加工品の販売チャネルの一つとして、広
くアピールしていきたいと思います。

ＪＡタウンで「金沢すいか」総合ランキング１位獲得！

　６月11日（土）に『金沢そだちの金沢すいかで県内外の皆様へ金
沢をＰＲ』をテーマに、生産者がひと手間かけて「金沢」の文字
を入れた西瓜が『金沢すいかＰＲＥＭＩ
ＵＭ』として１箱、特別仕様の木箱に箱
詰めし、出荷されました。なんと１箱
15万円で競り落とされました！

金沢すいかＰＲＥＭＩＵＭ

加賀太きゅうり
情報

株式会社ヤマダ假設工業  山田代表取締役による安全宣言
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お米の正しい保管方法
１. 保管期間を守る
２. 高温・直射日光を避ける
３. 水回りでの保管はNG

４. 密閉できる容器で保管する
５. 容器を清潔に保つ５つのポイント

お米を正しく保管する
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　県内ＪＡグループの結束による農機事業の目標達成と組合員サービスのより
一層の向上を目的として、県内14ＪＡと関係者を合せて約80名を参集し、
６月16日（木）にホテル金沢において「ＪＡグループ農機事業キックオフ大
会」を開催しました。
　末政県本部長による開催挨拶の後、農機情勢及び生産資材価格の引き下げの
取り組みの報告、令和４年度重点事業方策の説明を行いました。
　引き続き「令和３年度ＪＡ農機セールスコンテスト」、「令和３年度ＪＡ農機
整備コンテスト」の表彰式が行われ、セールスコンテストではＪＡ志賀の河野
辰夫さんが２部門で年間最優秀賞を、整備コンテストでは５年以上の部でＪＡ
小松市の藤田章平さん、５年未満の部でＪＡはくいの吉田卓矢さんが年間最優
秀賞として表彰されました。

　また、サッカー元日本代表で現在は情報
番組等で活躍中の山本昌邦さんより、「一
流選手から学ぶ目標達成へのプロセス」と題して記念講演が行われました。
　自身の選手時代の経験談や多くの一流選手を指導してきた中で、目標達成
に向けてのプロセスを考え、実践していくことが重要であるとご講話頂きま
した。
　ＪＡ志賀の河野辰夫さんによる目標達成に向けた決意表明に続き、参加者
全員によるがんばろう三唱を行い、南副本部長による閉会の挨拶で大会を締
めくくりました。
　本会は今後も農業機械の取扱いの維持・拡大、アフターサービスの充実を
図っていくとともに、ＪＡ農機事業の基盤強化に向けて取り組んでいきます。

農　機
施設課 令和４年度ＪＡグループ農機事業キックオフ大会

NHKサッカー解説者の山本昌邦さん
による熱のこもった講演

ＪＡ志賀　河野氏による決意表明

　ＪＡ農機担当職員を対象に、初めての試みとして「整備
作業の安全研修会」を開催し、総勢13名の参加がありまし
た。この研修会は農機や整備に使用する機材の正しい取扱
方法を学ぶ事で、想定される労働災害・事故を未然に防止
する事を目的としています。
　研修では、整備作業に必要な資格や、作業中のヒヤリ・
ハットの事例を学んだり、危険予知トレーニングとして、
イラストから想定される危険や、具体的な回避対策等を

ディスカッション形式で話し合ったり、正しい機械の積
み下ろしや荷締めの方法を実際に学習しました。
　今後の秋の繁忙期に向けては想定される作業の危険因
子を共有する事で労働災害が発生しない様に対策する事
が重要となってきます。今後も同様の研修を定期的に開
催していきますので、宜しくお願い致します。

農　機
施設課 整備作業の安全研修会（７月５日（火）開催） 　第50回全国豆類経営改善共励会の表彰式が

６月29日（水）に開催されました。
　大豆・集団の部において、株式会社あぐり一石
新田義宣様が全国農業協同組合連合会経営管理委
員会会長賞、大豆・家族経営の部において、有限
会社くらた農産 倉田久司様が公益財団法人日本
豆類協会理事長賞を受賞されました。
　株式会社あぐり一石は大豆の狭畦栽培で機械化
を拡大しており、散布用ドローンや圃場管理シス
テムのスマート農業で生産コストを低減し、高い
収量と品質を確保しています。また地区の中心的
経営体で地域農業を支える役割を担っている点が
評価されました。
　有限会社くらた農産は排水対策において高い精度で実施、また機械を大豆と露地野菜で用いることで機械利
用効率を高め、機械コストの低減に繋げています。地区内では他の経営体とも連携し団地化を積極的に進め、
地区全体としての生産性向上に貢献するとともに自社の規模拡大に対応できる体制を構築している点を評価さ
れました。
　本会としても石川県全体の大豆生産において、高収量・高品質に向け努めていきます。

米穀課 第50回全国豆類経営改善共励会

　今年１月より稼働している能登北部ＪＡ農機セン
ターにおいて、ＪＡおおぞら、ＪＡ内浦町、ＪＡす
ずしと合同で農機・自動車展示会を開催しました。
農業機械では秋シーズンを控える中でコンバイン・
共同購入トラクタ「SL33L」などの大型農機や、草
刈機、管理機などと、自動車では今話題の新車・新
型車や営農軽トラック、お買得中古車を多数展示し
ました。

　また、農機安全講習会の開催や営農・融資相談も実施
し、開催両日ともに30度を超える猛暑にも関わらず300
名を超える来客があり、多数の成約を頂きました。

農機施設課・
自動車課
合同

農機・自動車展示会（７月１日（金）～２日（土）開催）
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令和４年産

７月15日（金）、金沢市中央卸売市場にて本年産ルビーロマン
の初競りが行われ、特秀Gクラス800ｇの房が過去最高値を
更新し、150万円で競り落とされました。
本年もルビーロマンをよろしくお願いします！
（※Gクラス…１粒概ね30ｇ以上の大粒ぞろいの房）

ルビーロマン初競り

グリーン
いしかわ

〒920-0383　金沢市古府1丁目220番地
TEL（076）240-5371　FAX（076）240-5319
http://www.is.zennoh.or. jp

発行所／全国農業協同組合連合会  石川県本部
　　　　管理部  開発広報課
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・令和４年度ＪＡグループ農機事業キックオフ大会
・整備作業の安全研修会
・農機・自動車展示会
・第50回全国豆類経営改善共励会
・大麦全量「１等」と格付～ＪＡ能美 令和４年産大麦・初検査～
・麦とろ麺なるほど調理レシピ
・令和４年度 ルビーロマン生産者大会
　～ブランドイメージにふさわしい高品質な出荷をめざし団結～
・ＪＡホーム
・米心石川 ひゃくまん穀おにぎり人気選手権結果発表
　　　　　 お米の正しい保管方法
・石川県産とまとインスタキャンペーン
・食べよう石川すいかレシート応募キャンペーン

・キリンビバレッジコラボイベント実施
・石川県産すいか情報
・加賀太きゅうり情報
・安全は　急がず焦らず怠らず
　～㈱ＪＡ建設エナジー 令和４年度安全大会～

全農いしかわ公式
Facebookページ

全農いしかわの公式Facebookページ
「石川うまれがだいすきさ」

県産農畜産物やＪＡ加工品、イベント
情報などを掲載中！ぜひご覧ください！
ＵＲＬ：www.facebook.com/ishikawaumare.daisukisa.
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